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山田綾氏（愛知
あや

教育大学教授）男女共同参画とは５月２６日捷１１１１１１１１１１１１１１１

市職員本市の男女共同参画施策、
市政、議会について６月１０日昇２２２２２２２２２２２２２２２

青木仁子氏（弁
ひと こ

護士）私たちの生活と法律６月２５日昌３３３３３３３３３３３３３３３

平野昜子氏（三
よう こ

重大学講師）
メディアリテラシー（メ
ディア情報を読み解く）７月１０日昭４４４４４４４４４４４４４４４

松田照美氏（人
てる み

材育成コンサ
ルタント）

わかりやすいまとめ方（資
料の作り方）９月４日昭５５５５５５５５５５５５５５５

効果的な伝え方（プレゼン
テーション実技）９月１１日昭６６６６６６６６６６６６６６６

成果発表会・閉講式９月２５日昭７７７７７７７７７７７７７７７

※時間は午前９時３０分～正午。４回目のみ午後１時３０分～４時。
※場所は市民交流センター。初回のみ市役所西会館。

生生活の生活の中中のの「当たり前「当たり前」」
をを楽楽しく見直しく見直ししますます。。
日常的な事柄が社会日常的な事柄が社会のの
仕組みとどのように仕組みとどのように関関
わっていわっているるのかのか、、世界世界
の国々の国々とと
比較し比較しなな
がら考がら考ええ
まますす。。（（山山
田田氏氏））

情報が多すぎて何が情報が多すぎて何が起起
きているかよくわかきているかよくわからら
ない現代。メディアない現代。メディア情情
報に誘報に誘導導
されなされないい
力を身力を身にに
つつけけまますす。。
（平野氏（平野氏））

講講座を通して学んだこ講座を通して学んだことと
をを、、グループのみんなグループのみんなでで
議論し深めることを狙議論し深めることを狙いい
に、プレに、プレゼゼ
ンテーシンテーショョ
ンにンに取取り組り組
みまみますす。。（松（松
田氏田氏））

この講座を受け持つこの講座を受け持つよよ
うになって久しいでうになって久しいですす
が、いつも真剣に何が、いつも真剣に何かか
を学びたいを学びたいとという受講いう受講
生の皆生の皆ささ
んにんに出出会会
ええ、、嬉嬉しし
いいでですす。。
（青木氏（青木氏））

平平平成成２２６６年度エンパワーメント講座内年度エンパワーメント講座内容容

我広報あんじょう 2014.3.15

全全部全部でで７７回の回の
講座で講座ですす

■問諮市民協働課（緯〈７１〉２２１８）

牙 広報あんじょう 2014.3.15

■
講
座
で
学
ぶ
こ
と

大
学
教
授
や
弁
護
士
、
人
材
育
成

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
講
師
に
、

男
女
共
同
参
画
・
市
政
・
議
会
・
法

律
な
ど
を
学
び
ま
す（
右
下
表
参
照
）。

ま
た
、
資
料
の
作
り
方
や
効
果
的
な

発
表
方
法
な
ど
、
実
務
に
役
立
つ
講

義
も
あ
り
ま
す
。

■
修
了
後
の
活
動

修
了
後
は
、
市
の
審
議
会
委
員
や

市
民
活
動
団
体
の
一
員
と
し
て
活
動

し
た
り
、
民
間
企
業
な
ど
へ
の
就
職・

復
職
後
の
実
務
に
活
か
し
た
り
と
、

社
会
で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

●
市
政
の
場
で
の
活
躍（
例
）

暫
市
政
の
方
針
や
施
策
を
決
定
す
る

委
員
と
し
て
、
審
議
会
に
参
加

暫
修
了
生
で
構
成
し
た
会
で
、
市
民

向
け
の
学
習
会
な
ど
を
企
画
運
営

暫
次
年
度
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講

座
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

●
民
間
企
業
勤
務
の
修
了
生
の
声

暫
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
や
職
業
の
人
と

意
見
交
換
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
の
仕
事
に
も
大
変
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た（
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
勤
務
女
性
）

暫
わ
か
り
や
す
い
書
類
の
ま
と
め
方

を
学
び
、
現
在
の
仕
事
で
の
資
料

作
成
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す（
事
務
職
女
性
）
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●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
、

お
お
む
ね

歳
以
上
で
、
す
べ

２０

て
の
回
に
参
加
で
き
る
人

※
過
去
に
受
講
し
た
人
は
不
可
。

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料

円
５００

●
申
し
込
み
方
法

４
月
１
日

昇
～

日
捷
午
前
８
時

分
～

２１

３０

午
後
５
時（
松
掌
を
除
く
）に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
市
民
協
働

課（
緯〈

〉２
２
１
８
）へ

７１

講
座
を
受
け
て
い
る
間
、
託

児
サ
ー
ク
ル
が
お
子
さ
ん
を
預

か
り
ま
す
。
安
心
し
て
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

６
カ
月
～
未
就
学
児

●
託
児
料

子
ど
も
一
人
に
つ

き
一
回

円
３００

託
児
あ
り
ま
す

勤めていた会社を
介護などのため休職
した際、それまで我
流でやっていた資料
の作り方を基礎から
学んでおきたいと思
い参加しました。市
政や男女共同参画社
会、メディアリテラ
シーについてなど、

講座は毎回刺激的で世界が広がりました。
育児や介護などで、いったん会社を離れる
ことがありますが、長く休んでいると、戻っ
た時のことが不安になるもの。この講座は、
復帰したときに違った角度から自分の仕事を
見ることができる、充実した内容だと思いま
す。

稲稲垣垣歩美歩美さんさん
あゆ み

昨年退職するまで、
県警で仕事をしていま
した。今までは男女平
等を意識する機会があ
まりなく、男女共同参
画に少し抵抗があった
のが正直なところ。こ
の講座で学ぶうち、意
識が大きく変わったう
えに、市政についての

いろいろな知識
を得て自信もつ
きました。すぐ
に仲間もでき、
講座に行くのが
毎回楽しみでし
たね。

柳柳田田宜信宜信さんさん
よしのぶ

おお す す め し まお す す め し ま すす ＜＜修了生の声＜修了生の声＞＞


